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（　１　） 昭和39年１月10日創刊　　　第58巻第 2 号（通巻 686号） 2021年（令和３年）2　月 1 日発行

袋田の滝（茨城県久慈郡大子町） 編集部（高木）撮影

 （カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

令和3年度　JIS Z 3410（ISO 14731）/WES 8103 による

溶接管理技術者（2級受験者）のための研修会
主催：一般社団法人　日本溶接協会　　　

　本研修会は、一般社団法人 日本溶接協会規格 WES 8103「溶接管理技術者認証基準」による２級溶接技術者に
認証されるための評価試験を受験しようとする方を対象にした研修会です。

■日　程：４月21日㈬〜23日㈮（開始時間と終了時間はプログラムを参照してください）
■会　場：機缶健保会館　　〒136−0071　東京都江東区亀戸6−41−20
■定　員：50人（定員になり次第締切ります）
■受講料：41,800円〈税込〉（演習問題集は含みますが、テキスト代は別途）

一般社団法人　東京都溶接協会　　〒136−0072　東京都江東区大島3−1−11
TEL 03−3685−5448　　FAX 03−3682−4902　　http://www.jwes-1st.jp
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江
東
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は

区
内
在
住
で
、
六
十
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
で
す
。
今
日
も
各
所
で
、
お

客
様
か
ら
ご
依
頼
を
請
け
た
様
々
な
仕
事
に
従

事
し
て
い
ま
す
。

○
働
き
方
は
？

　

会
員
は
、
事
務
局
が
お
客
様
と
請
負
契
約
を

し
た
臨
時
的
・
短
期
的
・
且
つ
軽
易
な
仕
事
に

従
事
し
、
仕
事
に
よ
っ
て
は
複
数
名
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
親

切
・
丁
寧
な
仕
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

○
仕
事
例
は
次
の
と
お
り
で
す

◦
事
務
所
内
清
掃　
　

◦
屋
内
外
軽
作
業

◦
植
木
の
剪
定
、
除
草　
　

◦
家
事
援
助

◦
声
か
け
訪
問
（
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
）

◦
児
童
通
学
案
内
等
（
小
学
生
の
登
下
校
見
守
り
）

◦
施
設
管
理　
　

◦
自
転
車
整
理

◦
襖
や
障
子
の
張
替
え

な
ど
の
他
、
高
齢
者
が
出
来
る
軽
易
な
お
仕
事

で
あ
れ
ば
単
発
や
短
期
間
、
長
期
（
一
年
間
で

更
新
あ
り
）
に
応
じ
て
お
請
け
し
ま
す
。

○
ご
相
談
は
い
つ
で
も

　
﹁
こ
ん
な
仕
事
を
頼
め
る
か
な
？
﹂
と
思
わ
れ

ま
し
た
ら
、事
業
所
・
個
人
を
問
わ
ず
是
非
一
度
、

当
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
街
の

元
気
印
！

元
気
に
活
動
中
！

○
お
問
合
せ
先

江
東
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

営
業
日
時　

月
〜
金　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

住　
　

所　

江
東
区
東
陽
六
│
二
│
十
七

電　
　

話　

〇
三
（
三
六
四
九
）
三
五
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
六
一
五
）
〇
九
五
〇

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　
﹁
第
７
回
東
京
都
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
は
既
報

の
通
り
12
月
12
日
に
北
豊
島
工
業
高
校
で
幕
を
開
け
た
。

　

参
加
（
８
校
）
の
各
校
は
日
程
を
調
整
し
て
競
技
を
進

め
て
い
る
。
多
摩
工
業
高
校
は
12
月
26
日
に
開
催
し
た
。

未
開
催
の
参
加
校
も
事
務
局
と
調
整
の
上
、
実
施
の
予
定
。

　

今
回
の
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
を
考
慮
し
、
参
加
校
の
実
習
室
を
会
場
と
し
、

審
査
員
を
派
遣
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

入
賞
者
で
２
年
生
以
下
の
上
位
２
選
手
は
、
令
和
３
年

４
月
24
日
に
神
奈
川
県
で
開
催
す
る
第
11
回
関
東
甲
信
越

高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
に
東
京
都
代
表
選
手
と
し
て
出

場
す
る
。 「溶接甲子園」へ

多摩工業高校の参加選手

東京都東京都東京都
高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接
コンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクール

第７回

若手人材育成
溶接コンクール

◉ ボイラー等とクレーン等の両方の性能検査ができる国内唯一の検査機関です
▶ すべての事務所で同一検査日にボイラー等とクレーン等の両方の検査が可能です。
▶  同一検査日で、多数基を受検する場合は、複数の検査員による対応により機械等の
稼働停止時間の短縮への配慮を行います。

◉ 豊富な経験と科学的な目により、お客様の安全を守ります
▶ 延べ250万基にのぼる検査実績から蓄積されたノウハウにより検査を行います。
▶ 最新の検査技術に対応した適正な検査を行います。
▶ 経験を踏まえた五感検査と検査機器により機械の適否を判定します。
▶ 検査中の安全確保のため、検査員が安全行動を率先します。
▶ 公正な検査とその結果の丁寧な説明を行います。

◉ 性能検査のお申込み
▶ 最寄りの事務所にお申込みいただけます。
▶ 事務所一覧、申込書のダウンロードはホームページから　【URL】https://www.bcsa.or.jp

性能検査のご案内 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会

登録性能検査機関として、お客様のボイラー、クレーンなどの性能検査について、
私たちはお客様の地元に密着した検査機関として、様々なニーズに応じた
きめ細かい良質なサービスを提供します。

ボイラー 第一種圧力容器 クレーン 移動式クレーン エレベーター ゴンドラ



（　３　） 第58巻第 2 号 2021年（令和３年）2　月 1 日発行

〈東京都の感染症防止支援事業〉
　中小企業の感染防止対策として、各業界団体の感染症防止ガイドライン等に沿った取組を行う際の支援事業が拡充され、令和3年 
1月からは消耗品の共同購入費も対象に追加した新たな支援事業が開始されました。

（1）経費支援事業
●共通条件
　①助成対象者：都内中小企業者（会社及び個人事業主）、一般財団法人、一般社団法人、特定非営利活動法人、中小企業団体等
　②助成内容 ：ガイドライン等に基づく感染予防対策に必要な費用
　③助成率 ：2/3以内

区 分 （A）単独申請
【対象】備品購入、内装・設備工事

（B）グループ申請
【対象】消耗品の共同購入

利 用 条 件 個別の中小企業者等による単体申請 3事業者以上の中小企業者等による共同申請
（中小企業団体等は単体申請も可）

対 象 経 費 備品購入費　（例）サーモカメラの購入等
（注）1点あたり購入単価が10万円（税抜）以上

内装・設備工事費（例） 換気設備やパーテーションの
設置工事等

消耗品の共同購入費
（例）アクリル板、消毒液、CO2濃度測定器の購入等
（注）1点あたり購入単価が10万円（税抜）未満

助成限度額 50万円（申請下限額10万円）
　・内装・設備工事を含む場合は100万円
　・換気設備の設置を含む場合は200万円
※上記の助成限度額は1店舗（事業所）ごとに適用。

30万円

申 請 方 法 募集要項記載の申請書・添付書類を簡易書留等の記録が残る方法で提出。申請するコースによって送付先が異な
ります。※持参・FAX・電子メール等による提出は不可。申請書に不備等がある場合は、不受理として申請書記
載の連絡先ご住所宛に返戻されます。

送 付 先 〒101-8691　日本郵便株式会社 神田郵便局
郵便私書箱第44号　東京都中小企業振興公社
中小企業等による感染症対策助成事業事務局

【A】単独申請コース　宛

〒108-8691　日本郵便株式会社 高輪郵便局
郵便私書箱第61号　東京都中小企業振興公社
中小企業等による感染症対策助成事業事務局

【B】グループ申請コース　宛
申 請 期 間 令和3年1月4日（月曜日）〜令和3年2月26日（金曜日）
助成対象期間 令和3年1月4日（月曜日）〜令和3年4月30日（金曜日）

●問い合わせ先
　①事業全般に関すること：産業労働局商工部経営支援課　電話 03-5320-4726
　②助成金に関すること：公益財団法人東京都中小企業振興公社　電話 03-4477-2886

（2）雇用安定化就業支援事業
　新型コロナウイルス感染症の影響による失業者等を対象に、派遣社員としてトライアル就労する機会を提供し、派遣先企業等への
正社員就職について助成される事業です。また、本事業に参加した求職者を正社員として採用し、一定の条件を満たした企業には「採
用・定着促進助成金」が支給されます。
◦採用・定着促進助成金
　本事業を活用し正社員として採用・6か月以上継続雇用し、指導育成計画の策定、メンターによる指導やスキルアップの研修を行っ
た企業に対し、助成金（1人あたり20万円）が支給されます。
◦就業支援内容
　①派遣社員として16日間のトライアル就労（有給）を経て、派遣先企業への正社員就業を目指します。
　②専任のキャリアアドバイザーによりトライアル就労から正社員就職までのサポートが受けられます。
　③トライアル就労開始にあたり必要な知識や業界研究などがｅ−ラーニングで24時間受講できます。
◦参加対象者
　①正社員として就業していない方
　②派遣社員として16日間（約1か月）の勤務が可能な方
　③早期の正規雇用を希望する方
　④東京都内での就職を希望する方（通勤圏内に在住の方）
◦事業期間
　令和2年9月28日㈪〜令和3年3月31日㈬
　　※参加申込みは令和3年2月19日㈮まで
◦トライアル就労及び求人の職種
　「事務」「営業」「IT技術」「介護」など、未経験でもチャ
レンジできる求人やスキルアップできる内容の求人につい
て紹介されます。
◦参加申込み先
　「雇用安定化就業支援事業」事務局
　電話：0120-997-504
◦助成金申請先
　（公財）東京しごと財団雇用環境整備課
　電話：03-5211-2174
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１
日
▽
福
井
永
平
寺
涅
槃
会
攝
心（
〜
７
日
）

　
　
　

尾
鷲
ま
つ
り
（
〜
５
日
）

２
日
▽
節
分

　
　
　

豆
ま
き

３
日
▽
立
春
、
初
午

　
　
　

笠
間
稲
荷
初
午
祭

　
　
　

京
都
伏
見
稲
荷
初
午
祭

７
日
▽
北
方
領
土
の
日

８
日
▽
こ
と
始
め

　
　
　

針
供
養

11
日
▽
建
国
記
念
の
日

　
　
　

奈
良
橿
原
神
宮
例
祭

13
日
▽
水
戸
梅
ま
つ
り（
３
月
21
日
ま
で
）

14
日
▽
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

　
　
　

奈
良
長
谷
寺
だ
だ
押
し

15
日
▽
全
国
緑
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　

横
手
か
ま
く
ら

16
日
▽
全
国
狩
猟
禁
止

　
　
　

日
蓮
聖
人
誕
生
会

17
日
▽
伊
勢
神
宮
祈
年
祭（
〜
23
日
）

　
　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
週
間（
〜
23
日
）

18
日
▽
雨
水

　
　
　
松
山
椿
祭（
〜
28
日
）日
程
延
長

23
日
▽
天
皇
誕
生
日

　
　
　
京
都
醍
醐
寺
五
大
力
尊
仁
王
会

24
日
▽
大
田
原
大
田
山
地
蔵
尊
春
大
祭

25
日
▽
京
都
北
野
天
満
宮
梅
花
祭

27
日
▽
福
井
勝
山
左
義
長
祭
（
神
事
の
み
）

※ 

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
関
係
諸
団
体

に
ご
確
認
下
さ
い
。

二
月

如き
さ

月ら
ぎ

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902

日
時
・
会
場

　

◦
三
月
二
十
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
三
月
二
十
一
日（
日
）　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
四
月
三
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
四
月
四
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

予
告

　

◦
四
月
十
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
四
月
十
一
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
五
月
八
日（
土
）　　
　
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
五
月
十
五
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
五
月
十
六
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
四
月
十
三
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
十
二
時

　

実
技
＝
四
月
十
三
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
五
、八
〇
〇
円

　

被
覆
ア
ー
ク
溶
接　
　
　

一
般　

一
六
、八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
八
、八
〇
〇
円

　

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、八
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
も
可（
三
、七
〇
〇
円
税
込
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL　https://www.bcsa.or.jp

種類 講　習　名 2021年2月・3月・4月

技
　
能
　
講
　
習

玉 掛 け 技 能 講 習  栃木  2/2　3/2　　 埼玉  2/9
 甲信  2/9　3/11

床 上 操 作 式 ク レ ー ン 運 転  栃木  3/23　　 埼玉  2/17
 甲信  3/25

小 型 移 動 式 ク レ ー ン 運 転  栃木  3/18
 甲信  2/3

フ ォ ー ク リ フ ト 運 転  栃木  2/12　2/16　3/8
 埼玉  3/3

ボ イ ラ ー 取 扱  南関東  2/2（中止）

普通第一種圧力容器取扱作業主任者  茨城  2/9

は い 作 業 主 任  栃木  2/8

特
別
教
育

ク レ ー ン 運 転 特 別 教 育  栃木  2/25　3/15
 甲信  2/22

フ ル ハ ー ネ ス 型 安 全 帯
使 用 作 業 の 特 別 教 育

 福島  2/10
 いわき  2/22　4/26

安
全
衛
生
教
育

天 井クレーン 定 期自主 検 査 者
移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士  南関東  2/28（締切）　3/7

フォークリフト運 転 業 務 従事 者
★ 日付は講習開始日です。詳細については、各事務所にお問い合わせください。
　４月からの講習日程は決まり次第、各事務所のホームページに掲載します。
　出張講習のご要望も受け付けております。下記の各事務所にご相談ください。
　URL  http://www.bcsa.or.jp
ボイラ･クレーン
安 全 協 会 〒136−0071 江東区亀戸６−41−20

機缶健保会館２階
TEL　03−3684−5551
FAX　03−3685−2189 茨 城 事 務 所 〒300−0875 土浦市中荒川沖町２−６

ツインビル３階
TEL　029−843−0740
FAX　029−841−1968

東 京 事 務 所 〒136−0071 江東区亀戸６−41−20
機缶健保会館４階

TEL　03−3685−5445
FAX　03−3685−5746 栃 木 事 務 所 〒322−0016 鹿沼市流通センター46番地 TEL　0289−72−1717

FAX　0289−76−6090

千 葉 事 務 所 〒260−0013 千葉市中央区中央３−３−１
フジモト第一生命ビル3階

TEL　043−222−2626
FAX　043−222−3434 甲 信 事 務 所 〒400−0212 山梨県南アルプス市

下今諏訪610番９
TEL　055−287−9511
FAX　055−287−9512

埼 玉 事 務 所 〒330−0801 さいたま市大宮区土手町１−２
JA共済埼玉ビル６階

TEL　048−643−1543
FAX　048−643−1524 福 島 事 務 所 〒963−0547 郡山市喜久田町卸３−39 TEL　024−963−1855

FAX　024−963−1866

神奈川事務所 〒221−0853 横浜市神奈川区鶴屋町3−35−1
第2米林ビル7階

TEL　045−324−2860
FAX　045−316−8768 いわき事務所 〒971−8181 いわき市泉町本谷字作123 TEL　0246−58−9300

FAX　0246−58−9301
南 関 東
講習センター 〒136−0071 江東区亀戸６−41−20

機缶健保会館４階
TEL　03−3685−5222
FAX　03−3685−5746

※ 厚生労働大臣登録検査機関としてボイラー等・クレーン等、両方の性能検査を
実施しています。上記の各事務所にご相談ください。

「フルハーネス型安全帯
使用作業の特別教育」

─ 開催のご案内 ─
　平成31年２月１日以降は、墜落制止器具のう
ち、フルハーネス型のものを用いて行う作業は、
特別教育が必要になりました。
　当協会でもフルハーネス型安全帯使用作業
に係る特別教育を実施しています。この機会に
受講のご検討をい
ただけますようご
案内申しあげます。
　受講に関するお
問い合わせは、下
記の開催事務所の
電話番号にお願い
いたします。


